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和 解 と 乖 離

黒 田 修

序

本 論 で と り上 げ るrマ ン フ レ ッ ド』(Manfred'ADrainaticPoem)は,「 精 神 の 劇

(1)

場」 と呼 ばれ る一 連 の作品 の うち の最 初 の もので あ る。他 の 「精神 の劇場 」 に見 られ るテ

ーマの繭芽 が既 に この作 品に現れ てい る。殊 に同系 列 のrカ イ ン』(CainAMystery)

(2)

とは,詩 人(George,Gordon,LordByron)自 身 が述べ てい る よ うに極 めて類似 して い

る。 ただ,問 題 意識 はrカ イ ン』ほ ど鮮 明ではな いが,そ の原型 として の輪 郭は ほぼ形づ

くられ てい る。

神(創 造 主)に 反 抗す る〈異邦 人 の魂 〉 これ が 「精神 の劇場 」 に多 少 とも共通す る

原型 で あ ると共 に,作 品に現 れ る詩人 の最 も詩 人 らしい部分 で あ る。

rマ ンフ レッ ド』 に於 ては,rカ イ ソ』 に見 られ るほ ど 強烈 には神 に対 す る 反抗 の姿 勢

は意識 されて はいな いが,代 わ りに〈神 との和 解 〉を勧 め られて もそれ を蹴 る とい う形 で

や は り反抗 が示 され る。rマ ンフ レッ ド』の精神 は結局 永遠 に和 解す るこ とな く,rカ イン』

に至 って神 と戦 い その位 置に立 と うとす るルー シフ ァ(Lucifer:サ タン)に 同調 し,そ の

ため神 か ら刻 印を受 けて罰 として地上 を永遠 に放浪 す る主 人公 カイ ンに 受 け 継 が れ る;

どこに行け ども自分 の安住 の地 のない 宇 宙 の異邦 人 とい う詩 人 の カインの テーマは,rヵ

イ ン』 に於て見事 に結実 した が,そ れ以前 も以後 も作品 の こ こか し こに見 られ る ことか ら,

詩 人 の精神 の中枢 部分 を表 出 して い る ものであ る と言 え よ う。

もとも とこの精 神 は詩人 の中 にあ る異邦人 としての素地,す なわ ち,地 上(あ るいは宇

宙,あ るいは神 の創造)と 相 容れ ぬ意識 か ら生 じてお り,そ れ は,作 品 に現れ る詩人 が 自

分 の運 命に疑 いを抱 くところか ら くる。そ して 自分 の運命 に疑 いを抱 くとい うこ とは,万

物 を創造 した主 のそ の創 造 に疑い を抱 くとい うこと と同義 で あ り,そ こか ら神 に対す る反

抗 に発展 して い くことに なる。

rマ ンフ レッ ド』 で和 解 とい う方 向 と離 反 し,rヵ イ ン』で反 抗 の姿 勢を徹底 させ,神

よ り天か ら追 い落 され たサ タ ンの イ メージを借 りる時,異 邦 人 として の詩 人 は淡刺 として

その真価 を発揮 す る。 とはい え,最 終的 に確立 された この姿 勢 に至 るまでに,当 然詩人 の
しゅん じ ゅん

魂 も 遼 巡 を繰 返 して来 て い る筈 であ る。 少 な くとも作品 に見 られ る限 り,rマ ンフ レッ
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ド』 の段階で〈和解 〉 とい うことが意識 され てい る訳だか ら,詩 人 自身創 作の段階で内的

に和解 の道 とい うものを真剣 に取 り上 げて模索 したであ ろ うと思 われ る。 しか し,作 品 に

現 れ る詩人は,そ うした くと もなか なか容 易には和 解の道へ進 めない。 なぜな ら,そ の意
とぎ

識に於て,簡 単に神の前に折れて伏す ことができずに,自 ら和解の道を鎖 してしまうか ら

である。
にもげん

では何故そ うな るのか。詩人 バイ ロンに とって の問題 とは何 であ るのか。 それは,〈 意
13)

識 があ る〉,と い うことそれ 自体で ある。rカ イ ン』では,「 原子 が死 ぬ よ うに死 にた い」

と言い,rマ ンフ レッ ド』 では音楽 の調べ に心寄せ て,「 楽 しい音調 と共 に生 れ,共 に死 ぬ
i41

こ とがで きれ ば」 とい うよ うな表現 を用 い る。 その主人公 マ ンブ レッ ドもカイン も共 に,
151(6)

生 きてい る ことの〈不 協和〉を痛切 に感 じ,死 ぬ こ とに よって心 の安 息あ るいは忘却 を願

うのであ る。rカ イ ン』では,た だひたす ら生そ の ものの重圧を取 り上 げ,『マ ンフ レッ ド』

では,罪 の意識 お よび和 解を問題 に した。

この よ うに,生 の重圧 とか罪 の意識 とか を問題 にす る とい うことは,や は り,生 きてい

るこ と,即 ち,意 識 してい る こと自体 を問題 に してい るの と同 じである。 それは〈意識 の
うず

痙 き〉 とで もい うものであ り,そ れを表白す る詩人の創作態度は,人 間の置かれている立

場を,既 成概念や発想に一切 とらわれずに,自 身絶対に否定できない現実すなわち自分自

身の肌身で実感 したところから判断する人hの 共感を呼ぶ筈である。それで,誰 彼が言 う

か らとい うのではな く,一 個の人間 として立つ私自身の生身の判断を全面的尺 度 に し て

(私 も〈意識がある〉 とい う共通点を詩人同様持 っている訳だか ら尺度 としての資格は十

分にある),そ うい う方向で,作 品に現れ る詩人を一人の人間 として捉えてみたい。
たど さかのぽ

そ こで,詩 人 の精神 が辿 った軌跡 を 遡 り,rマ ソフ レッ ド』 をrカ イン』 に至 る前段

階 として踏 まえ,バ イ ロソの中 の異邦人 の魂 が何故和 解 とい う方 向を採 らなか ったか,あ

るいは採 り得 なか ったか に焦点 を合 わせて考 えてみ る。そ の際,詩 人 と作品 とを切 り離 し

て観 るのではな くて,作 品 に現 われ てい る ところは少 な くとも一 度は詩人 に意識 された こ

とであ るか ら,こ の作品そ の もの も詩人 の理解 ・把握 している ところ と見 る(そ こで,作

品を通 じて現れ る詩 人を以後単 に詩人 と呼ぶ)こ とに よって,バ イ ロン とい う運命 を生 き
ありかた

た一個の人間の意識の現実を知る手掛か りとしたい。 とい うのも,自 分の運命を疑 う人間

は何 も詩人一人に限ったことではないか らであ り,自 分の運命に疑いを抱 く時,自 然,人

は人間の普遍的な問題に行き当 り,生 死の問題から神 と人間 との問題などに及び,挙 句は,

〈魂の救い〉を求めるまでに至る。詩人は,そ うい う人種を代表 して,魂 の救いを求めて

足掻 く,そ んな意識のあ り方 に表現を与えたのである。そ こで,本 論で も,最 終的には魂

の救い というものを求める方向で足掻いてみようと思 う。
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1

マ ン フ レ ッ ドは,結 果 的 に,愛 す る 人 ア ス タ ル テ(Astarte)を 殺 して し ま っ た 。 そ の 原

いきさつ 　

因 ・経緯 につ いては明瞭 には記 されて いない。 が,僅 か に言及され ている ところか ら,二

人ぱ近親相姦 の間柄 で,愛 しては な らない者 同土が愛 し合 ったため に,心 が疲幣 した ア ス

タル テの方が 自 ら命を断 って しま った ので あろ うと推 察 され る。そ の結果,取 り返 しのつ

かない こ とを した とい う悔恨 がマ ンフ レッ ドの意識 を支 配 して いる。それ は,悔 んで も悔

み切 れない 喪失感か ら来 る。何 しろ,こ の地 上で唯一 の理解者 で共 鳴者で分身 で,か つ,
らくえん こいびと(8)

理想 で生 きがいで ある対象 を失 ったので ある,か ら。

今や,マ ンフ レッ ドの望 みは,自 分 と共通す る と同時に,自 分にない優 しい種 々な能 力

を備 え,憐 み,ほ ほ えみ,涙,優 しさ(深 い愛情),謙 譲 の心(美 徳)を 持つ アス タルテ

を甦 らせ るか,彼 女 と一緒 に地下 に横 たわ るか のどち らか であ る。 現実に,こ こまで一人

の人間 の気持 を捕 え魅了す る対 象を この地 ヒに見 い出せた者 は,む しろ極めて 幸 せ で あ
さ ま よ

る。何故なら,普 通我 々は自分自身が帰るべ き安 住の地を求めて彷裡い続け,地 上にその
ふころと

ような 懐(楽 園)を 見い 出せ る ことは 稀 であ るか らだ。 とはい って も,マ ンフ レッ ドも

一度 は確 かに帰 り着 くことの出来 た安 住の地 アスタルテが,非 情 に も目の前か ら消滅 して

しま うのであ るか ら,や は り,地 上 では人間の帰還すべ ぎ〈永遠 の懐 〉は永久 に見つか ら

な いままであ るこ とが灰めか され る。

痛烈 な悔恨 とともに,マ ンフ レッ ドは犯 した罪を激 しく自覚す る。 その意識 には,世 に

禁 じられ てい ることを犯 した とい う自責 ばか りか,二 人 とも天(heaven)か ら締 め出され
(9)

て しまった,と い う悔恨が生 じる。つ ま り,そ の罪 の 自覚 に於て,も う一っ く地獄(hell)
110)

行 ぎ〉 の意識 が交 じる。それは,こ の よ うな近 親相姦 の罪 は,神 には絶対 に赦 され ない も

の として 自覚 してい るか らで あるが,こ の認識 の仕方 には,詩 人 の受 け とめ方 によるキ リ
い し き

ス ト教社会 の信仰 の反 映が見 られ る。

一般 に罪 とい うものは ,現 実 には罰に よって 自覚 され る もので ある。例 えば,近 親相姦

の罪を犯 した とす る と,罪 その ものよ りその後 に結果 として生 じる諸hの 障害 あ るいは現

実 の不幸故 に苦 しむ ところか ら,反 射的 に罪 を犯 した罰で ある とい う観念 が出て くる。つ

ま り,苦 しむ のぱ神 の禁 を犯 したか らだ と考 える ところか ら罪 の意識 が生 じるものの よ う

で ある。 しか し,こ れは罪 とか罰 とか とい う観念 が既 に定着 してい る意識 の層 での反応 で

あ る。遡 って,原 初 的な意識の レベルに於 て考 え られ る ことは,先 ず,現 実の結果 と して

の苫 しみが脅威的(破 壊的)で ある とい うことがあ る。 そ こに,度 重なる不幸を現実に見

て きた長老 たち知 恵者 がいて,経 験的 にその よ うな苦 しみを引 き起す 因果 関係を発見 し,
かつ

そのような不幸を未然に防 ぐために原因となるところの ものを禁ずる。その時,神 を担ぎ
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出 して くるのである。世に禁止の号令を発するその時に,人 間を圧倒する何物か(例 えば

神)の 罰 とい うことにすれば効果的であるとい うことを,こ れ も経験的に知 っていてそれ

を実行した もの と考 えられ る。 しか し,世 に神の罰 とい う観念が効果的であるとす ると,

それは世の中の方に,も ともとそのよ うな観念を受け容れ る土壌があった とい うことにな

る。なぜなら,誰 で もその意識の上では,脅 威や破壊(生 老病死など全ての苦)と 神 とは

当然結びつ くものだか らである。

現代人は古代人 と比べれば,確 かに精神 の関わる風物は:豊富に,か つ複雑に は な った
は か い

が,そ の関わ りに於て根底的な ところでは何 ら変 りはない。相変 らず脅威 に対 しては怯え

恐れ るとい う反応 をす る。ただ,脅 威 とその原因 との因果関係についてある程度解明でき

た ものにっいては,恐 れが少な くなってはいるが,脅 威その ものはいろいろな形で新たに

次hと 生 じて くるし,な くなって しまうとい うことがない。 とい うことで,現 代人 といえ

ども関わる精神風土は古代人 と少 しも変 らず原始的である(故 に,脅 威 とい うものがある

限 り,人 間にとって神は常に存在す るのである)。

元来,神 は,人 間が避けたい と思 っている脅威 と密接につながっていた。人間を脅かす

ものを人は恐れ敬 った。文明のお蔭で敬 うとい うことこそ薄れたが,た とえ理由が分るこ

とであって も恐れる気持は変 らない。 このく恐ろしい〉 とい う気持は,ど うしようもな く

意識に生 じて くるものである。そ して,こ の気持を少 しで も緩和 して欲 しいとい う気持が

更 に同 じ意識に生 じる(こ れらは全て〈意識〉 の上での出来事である)。 緩和 して欲 しい

とは,脅 威に対 して赦 して欲 しい と願 っているの と同じことである。赦 しを乞 うこの時既

に,意 識の上で脅威そのものを人格化 して捉x.て お り,罰 く神く罪の構図の原形が成立 し

ている。それ も殆 ど無意識の うちに,三 つの概念が一度に生 じているのである。脅威を人

格化す るところか ら,こ んな嫌な目に会 うのは何かの罰だ とい うような受け とめ方が出て
おど

くる。それ は,脅 威 自体,人 格的 な脅 しと同 じ意 味合 いで意識 に切 り込 んで くるか らで あ

る。脅 しは,〈 禁 ず る こと〉 と結 びつ いてい る。 何 らかの禁 を破 ったか ら脅(罰)さ れ て

い るのだ とい うことにな り,禁 を破 る こと即 ち罪の発 生で あ る。そ して,脅 威 を及 ぼ して
か み

くる自分以外の何物かは,圧 倒的に自分 より上位(神)に ある。 これが自分(人 間)に と
にんげん

っての神であ り,赦 しを乞 うよ り外ない ところに〈自分〉は位 置している。

自然の このような位置関係にキ リス ト教者の解釈が付け加わると,旧 約創世記にあるよ

うに,神 は唯一神すなわち創造主で,人 間はその被造物である とな り,人 間は始祖 アダム

・イヴの犯 した罪(原 罪)の 為 に罰 としてエデソの園(楽 園)を 追放されたとい う認識 と

なる。更に,新 約に至 って,こ の原罪がキ リス トの死によって照われたとい う信 仰 と な

るが,詩 人の場合には,こ の新約の信仰 よりも旧約の認識の方が色濃 く反映す る。それは,

詩人 自身が幼少期か ら殊に旧約に慣れ親 しんで きた とい うこと以上に,詩 人の眼がむしろ

く現実〉 とい うものに敏感で,現 実が抜 き差 しならぬ もの として迫 って くるため,現 実の
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実感 を否 定 して までく信仰〉 に飛び込む とい う飛躍 がなか なか為 しに くいか らで あろ う。

詩人 が,旧 約殊 に創 世紀 に記 されてい る非情 な状況 の方 が 自身 に関わ る現実 にはず っ と近

い と感 じてい る ことが,こ の作 品の主人公 マ ソフ レッ ドの意識 の上 に も現 れて くる:既 に
くびき

楽園を追放 されて堕ちた ところに立っているのに罰として更に重い 範 を受けるべ く罪 を

重ねない とおれない,と い う呪われた運命を背負って歩み続ける 永遠に天上の楽園に

は戻れない,と い う意識である。

キ リス ト教圏の人hが 帰属 したいと願 う天,そ こは彼等に とっては楽園である。その よ

うな楽園を喪失するとい う実感(そ れは,彼 等にとっては〈魂 の救い〉を永遠に喪失する

ことを意味す るものであろ うか ら)に は,キ リス ト教老以外の者 には測 り知れぬ程の深い
ち じょう

悔 恨の情 と絶 望感が漂 うので あろ う。マ ン フ レッ ドには,そ の よ うな意味で,現 実 の唯一
いきがい

の楽園 を失 った ことと,愛 す る人 も諸 共 に天上 の楽園 を失 って しま った とい う二 重の喪失

感 が暗雲 として重 くの しかか るのであ る。 しか も,マ ン フ レッ ドは いわゆ る信仰者 では な

い。彼の属す るキ リス ト教 社会 の通常 の信仰が 彼には生 きない。他 の信仰 者 たちが救われ

る よ うなあ り方 では,彼 の魂は救 われない。 そ こで,彼 は,罪 の意 識を持つ 自分 自身を忘

却 した い と願 う。そ の為 に,あ らゆ る方 法(科 学,魔 法修 業,等)を 試み る。 しか し,そ
(11)

れ もすべ て空 しい ことが分 る。

マ ン フレッ ドは,も とも と若 い頃か ら,人 間 の衣 は着 てい るが,息 を して い る人hと は

よ そ もの〔12)〔13)

共感 しない,地 上 の異邦 人で あ った。半濁半聖 の身 の上故,自 身が まとって いる土(clay)
　ラ くユヨエ

を厭い,荒 れ野 に一人 孤 高を保つ こ とを好 んだ。そ のため,外 界の死を見つ めなが ら,あ
116)

らゆる難行苦行をす ることによって霊的な力を身につけ,〈 永遠〉とい うものに 目が届 く
(171

よ うにな ったQそ の結 果,ラ イ オンのよ うに,群 を離 れて一・人孤立 す る。そ れは,も とも
(18)

と彼 が,人 生が嫌 いだ った とい うことに よる。 しか し,そ の よ うな 自分 を彼 が 自身で 作 っ
く　

た のではなか った。気が付 いた らそ の よ うに 出来上 が って いたので ある。 そ して,そ の よ
は か い

うな自分を外界(と して映るところ)の 脅威(こ れは内界の意識の上で問題 となる)に 馴
coo)

化させ ることが出来なかった。それは,脅 威の前に決 して平伏 しない魂であるか らだ。

この場合,魂 とは楽園を離れた(脅 威を知覚 しなければならない)と ころに初めから立

たされていることを意識す る存在の,い わば受皿である。 もちろん,そ れは,意 識の器 と

い うことで,意 識は もちろんの こと無意識 とか肉体 とかの意味 も含む。無意識 とか肉体が
のぼ

受ける刺激 も意識に上って初めて知覚 される。逆に知覚されなければ,無 葛藤,無 自覚で

あるから,何 も生起 しない(何 も問題 とならない)無 となる。 ところが,人 間 とい うのは

意識する〈有〉の存在で,実 際,気 が付いたらこの地上に意識す ることを強いられてお り,

しか も意識がない ところ(無)で は人間は成立 しえない(脅 威のある世界か ら脱出 しなけ

ればならないのにどうして もそこに留まらねばならない)と い う二律背反 が あ る。 この

〈意識がある〉 とい うこと,そ して,自 他に分れ肉体を持つ とい うこと これ こそ正に
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(21)

人間に とって原罪(知 恵の樹から採って食べた)と 言えるところのものであ り,こ れが地
も と

上の〈異邦人〉を作 り出す元凶 となっている。
たいりつ

〈意識がある〉 とい うことのために,外 界(自 分以外のもの:自 分の意識の対象 となる

ものであれば,内 界のあ らゆる脅威 あらゆる事象をも含む;以 後その意味で使 う)と 自分

との〈乖離〉が生 じることにな り,地 上にぽつんと独 り自分 とい うものが孤立することに
は か い

な る。 そ して外界 の脅威 に晒 されなが ら,為 す術 がない とい うことに なるのであ る。 この
い し き

時,自 分 自身を知覚す る意識は,自 分 とい う存在が〈受身〉であることを痛感する。そこ
じぷ ん ひ

から反対に,受 手に作用を及ぼすく能動主〉を想定す るとい うことにな り,延 いては,生
　

殺与奪の権限を握 り万物に作用す る主を意識する。 これを,キ リス ト教の方では,創 造主

と見立てるが,こ の字義は創 り出す とい うことであるから,作 る方に重 ぎが置 か れ て い
こ と い み

る。が,作 るということは,同 時に,反 対概念の壊す とい う意味を暗示 している。絶対者

を名付けるのに,壊 す方を落 して作る方を取 り上げているところに,根 源的原初的発想が

うかがえる。破壊的な悪いイメージを退けて,希 望を抱かせる善なるイメージ と結び付け

たのは,全 く,意 識す ることを強いられる側からの発想である。現実には,同 じ地上に同

時に誕生 と死滅を 目にしている訳であるか ら,外 界の圧倒的な力 としては,両 者 のイメー

ジを同等に付与 されるべ き筈であるが,片 方に重点を置いて取 り上げたのは,意 識 とい う

ものが〈受身〉であるとい う現実の悲 しさである。
は か い

意 識 に とっては,脅 威 お よび その イメージは退 けた い,そ して意 識の外 に永遠 に放遂 し

た い と願 う外界 の力で あ ると ころか ら,悪 とい う認識が生 まれ,反 対 に,生 み育 てて くれ

る もの及 びそ のイ メージは善 とい う認識 にな る。 これ は,意 識 の外界 の力 に対す る正直 な

反応 であ る。 ここか ら善悪二 元 の対立概 念が生 まれ,更 にそ こか ら,神 ・悪魔 ・罪 ・罰 ・

救 い,等,諸hの 概 念 が引 き出され,そ れ らが色hに 解釈 され る ことにな る。 しか し,神

や悪 の問題 を難 し く論 じた り,意 味付 けす るのは(そ れ はそれな りに実 際的 に重要 な意味

を含 んでい るであろ うし,神 秘的 な体 験 によって得 られ た認識 もある こ とで あろ う,と い

うことは決 して否 定 しないが)後 の時代 の話で あ る。今 は,〈 現実〉 とい うものを全 ての

尺度 にす る詩人 の姿勢 に基 き,人 間 の原初 に立 ち返 って話 をすす める。

魂 の救いを求 めて足掻いた マ ソフ レッ ドは,結 局何 をや って も無 駄で あ る ことを思 い知
X31

り,絶 望 す る。そ んな彼 に,和 解(神 との和 解 ・自分 自身 との和解)と い うことが,彼 の

居 城 の近 くの僧院長(AbbotofSt.Maurice)に よって勧め られ る。そ の僧 院長 の説 くと
　

ころは こうである:内 なる責め苦が如何なるものでも,そ れはその うち喜ば しい希望に取

って代わられるものである。それで,穏 やかな確信をもって,か の至福の地を仰ぎ見 るこ

とにな り,そ こは求める者には与えられ るところであるから,こ の地上に於ける罪が如何

なるもので も(罪 の償いはその必要を感 じるところか ら始まるのであるか ら)必 ず償われ

る。それ故,罪 を感 じているならば,真 の教会 と和解 し,そ の教会を通 じて天 と和 解 す
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る,つ ま り,罪 を戯 悔 し罪 の相手 を哀れ む ことであ る。 それが,自 分 を 自分 自身 の魂 と和

解(調 和一 致)さ せ,白 分 自身 の魂 を天 と和解 させ る こ とにな るのであ る。

これ に対 して マ ンフ レッ ドは次 の よ うに答 え る:

Oldman!thereisnopowerinholymen,

Norcharminprayer‐norpurifyingform

Ofpenitence‐noroutwardLook‐norfast‐

Noragony‐nor,greaterthanallthese,

Theinnatetorturesofthatdeepdespair;

Whichisremorsewithoutthefearofhell

Butallinallsufficienttoitself

Wouldmakeahellofheaven‐canexorcise

Fromouttheunboundedspiritthequicksense

Ofitsownsins,wrongs,sufferance,andrevenge

Uponitself;thereisnofuturepang

Candealthatjusticeontheself-condemn'd

Hedealsonhisownsoul.

(251

老師 よ/聖 者 とて力 はない,

祈 りの魔 力 も,戯 悔 とい う浄 めの作法 も,

見た 目の様 子 も,断 食 も,

死 の苦 しみ も,こ れ ら全て よ り更 に偉 大な,

しか も地獄 を恐 れ る気持 な ど とは違 う悔恨 で,

全 くそれ 自身 にふ さわ し く天国 を地獄 に して しま うよ うな

あの深 い絶 望 に もとよ りあ る責 め苫 も,

自分 自身 の 自由な精神か ら,そ の敏感 な意識

す な わち,自 らの罪業,不 徳義,忍 従,

自身 の上 に課せ ん とす る復讐 な どを敏 感 に受 け る意 識 を

祓 い浄め る ことは で きな い;き た るどん な激 痛 とて も,

自 らを 答め る者 のLに ぱ,自 らの魂 に正当に課す
む く い

あの応 報を課せ る もので はない。

マ ソフ レッ ドの この敏 該な意識(thequicksense)こ そ,詩 人 の最 も詩人 ら しい部分 を

形成 す る ところの もので ある。 この意識が あ る故 に,僧 院 長が代表す る人 々の よ うなく信
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仰 〉に飛 び込む こ とが 出来 ず,故 に又,〈 和解〉 の効用 を直感 的 に信ず るこ と が 出 来 な

い。それ で,和 解 とい うこと とは,ず れて しま うので あ る。

H

へいふ く

考えてみればく和解〉 とい うのは,原 始的な意味では人間のやむにや まれない謝罪行為

である。脅威(罰)を 受けることが既に償いであるが,そ れを乗 り越えてい くために平伏
あかし は か い

の 証 として和解 とい うことが要 る。 神(脅 威)と の和解 とい うことに於 て,人 間 は先ず

自分 の罪 を認めて謝 る,す なわ ち臓悔 をす る。 そ して,こ の戯 悔 に よって赦 され るとい う
あやまる

ことになる。 この時〈和解〉 とい うことが〈降参する〉 とい う意味を含んでいることに注
(26)

目す る必要 があ る(英 語で も,和 解 には服従 ・降参 の意 味が ある)。 神 の禁(一 般 に世 に

禁 じられ てい る ような こ と)を 破 った ことを 自覚で きる場 合 のみ な らず,自 身 として は,

ど うして この ような辛い 目(脅 し一 罰)に 会わね ばな らないのか見当 がつ かな い 場 合 で

も,人 間は謝 る外 に術 は ない。 ただただ罪 を赦 して もらいた いためにで あ る。恐 ろ しさの

余 り,地 にひれ伏 して詫 びる。 何の罪か分 らないのに謝 る この ことか らく原罪〉 とい

う観念 の発 生が思 い起 こされ て くる。

圧 倒的 な脅威 の前 に降参す る。 自身 としては 自覚 はないが,こ れ程 の罰 を受け るのは何

か余程 の こ とを したのだ ろ う。 こ う思 うよ り外 ない ところ に置か れ るのであ る。そ して,

そ の よ うな思 いは,人 間 の意識 の 上で,普 遍的 に生 じる。そ こで,人 類 が一様 に この よ う

な脅威 を受け る ところ に置かれ るの は,人 類が何か は分 らないが神 の禁 を犯 した ためだろ

うとい うよ うな結論 に至 る ことにな る。 そ して,そ の必然的欲求 と して,原 罪か ら人類 を

キ リス トが順 った とい うよ うな考え方が 出て くる。

しか し,こ れ は も う〈信仰〉 の域 に入 ってい る。 なぜ な ら,現 実には人 々の苦 しみ は去

らないの に,気 持 の上で得心 し安心 で きるため の方便 として編み 出 され た考>Z.方 であ るか

らだ。 赦 され た と思 うことで気 持の痛み を緩 和す る。 現実 の脅威(苦 しみ)を 乗 り越 えて

い くには,乗 り越 え られ な くな りそ うな気持 を奮 い立 たせ て,圧 倒 して くるもの に も敗け

ないで立 ち向 っていけ る よ うにす る必要 があ る。 そ こで,こ れ か ら進 む前途 に希望 に至 る

一つ の道 を敷 いて
,そ れ を唯一 の頼み と〈信 じる〉 こ とに よって勢い を得 るので ある・ そ

の時,分 っていない ことだか らこそ信 じられ る とい うこ とが あ る。何か訳 が分 らない・不

可解 で得体が知 れないか らこそ恐れ入 って,そ の前 には有無 を言わず従 う。又,同 じ降参

のパ タンで ある。 脅威 を乗 り越 え るのに脅威 の威(神 の救 いの信仰)を 借 りて 自ら脅威 と

化 し,現 実 の脅威 を粉砕す るので あ る。

この時図式的 には,降 りか か る脅威(生 老病死 の全 て)に 対 して赦 しを乞 う,そ してi

悔 して詫 びる ことに よって救われ る。 あ るいは罪 はキ リス トに よって既 に贈われ てい る と
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い う〈信仰 〉が生 きて,脅 威 を物 ともしない,と い うよ り,脅 威 を赦 し抱け る程 の気持 と

化 し,そ の時既 に脅威 を遣 り過 した ことにな って いる。っ ま り,脅 威 を赦 した(抱 いた)

時,そ の時赦 された(救 われた)と い うことにな るので ある。 こ うして論理的 には一応和

解が成立す る。

しか し,果 してその よ うな ことが真 に現実 に出来 る もので あろ うか 。当然 ここに疑問が

生 じる。 この時,通 常 の信仰 者 ならば,大 いな る信仰 を信 じる ことに よって,現 実 には苦
は か い

を受けあ えぎなが らも,そ の脅威(神)に は 目をつ む り,そ うす る ことに よって脅威 その

ものを忘れて生 きてい く(乗 り越え る)の に,マ ソ フレ ッ ドは人間 の〈受身〉 の運 命に こ

だわ り,そ れ を赦せ ない。彼 には周囲 の人 々の よ うな信仰 が ど うして も持 て な い。 そ れ

は,人 々が信 じてい る ところを直感 的に信 じられな いか らであ る。要す るに,彼 自身 に信

仰が ないために,や は り和解 とい うことともずれて しまい意 味を持 たない。

この不協和 の状態 が,〈 異邦人〉 の状 態であ り,神 およびその創造 か ら乖 離 して いる状

態で あ り,マ ン フレッ ドは宇宙に漂 う彗星(Apathlesscomet)の 如 く,永 遠 に放浪 し続

け る魂 とな り,こ の状態 は,実 は,自 ら気付 いていて もいな くて も,和 解 とい うこ とを信

じられ ない人間すべ ての魂 を代表 してい る。帰還 すべ き ところ(人 間 の側 か ら永遠の楽園

として思い描かれ るところ)を 求めて永劫 に彷復 い続 け る それ は正 に 自分 の運 命を疑

あつれき

う人間の姿である。現実の外界との軋礫を離れた ところに帰還すべき楽園を求めてはいる

けれ ど,実 際には自分を取巻 く現実の外界(地 上の破壊性)と は融和 していな い の で あ

る。では何故ずれて(乖 離 して)し ま うのか。どうしてマンフレッドは真の意味で和解で

きないのであろ うか。

現実に脅威を受けながらそれを赦す(実 は目をっむる)と いう人hの あ り方に,先ず,5p
　

(alivinglie)を 感 じる。そ して,目 をつ む ることに よって赦 され た,即 ち,た だ 当座 のみ

現実 の脅威を遣 り過 し(乗 り越 え)た だ け とい うところに意味 を見 い出す ことが 出来 ない

(果 して本当 にそんな こ とでいい のか とい う疑 いのためであ る)。 とい うことで,詩 人の意

識に於ては,和 解 とい うことに よってく魂 の救 い〉 が成 立す る とは思 えないのであ る。で

はなぜ直感的 にそ う思 えないのか?そ の直感 の部分 は ど うい うことか推察 してみ よ う。

先ず,脅 威を受け なが らそれを赦す時,意 識 に於 てはそれが赦せ るための何 か が 要 る

(それ を,赦 す も何 も,た だただ遣 り過 さざ るを得 ないか ら遣 り過 してい るだけ,と い う

よ うな余裕のない意識 の状態 もあ るだろ う。そ の場合,意 識の異邦人化 は起 っていない。

意識が異邦 人化 した時iめ て全 てが問題 とな る。では問題 とな らなければ魂 は救 われてい

るか,と い うことにな るが,そ の時,苦 を苦 として足掻 いてい る訳だか ら,そ の こと自体

既 に救 いではない)。 何 か理 由を見出 して諒解 しなければ とて も赦せ る ものでは な いか ら

だ。何故 こんな ことにな るんだろ う。何故 こんな 目に会わねば な らないんだろ う。 この よ

うな疑問が 当然 起 る筈であ る。そ こか ら,色 々な理由が考 え出されて くる。相手 が脅威 で
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あ るか ら,何 とか赦せ る為 には大 い なる理 由が要 る。 そ こで,先 に見た よ うな,進 む前途

に希望 に至 る一つ の道 を敷 いて,そ れ を唯一 の頼み と信 じる〈信仰 〉が生れ る。

しか し,こ の信仰 はく先 につ な ぐ希望 〉がそ の本質 で ある。 それは,数 々の脅威 を次h

と遣 り過 してい って,し か も生死 を何度 も経たず っ と先 に〈魂 の救 い〉 が開け る とい う希

望 であ る。そ して,神 と約束 を交わ した とい う強 い信 念で あ る。が,実 は,こ れ ら神 も神

との約束 も魂 の救い もそ の希望 も全 ては,脅 威 を受けた 同 じ一 つ の意 識に生 じる観念で あ

る。 そ の うち脅威 のみ が意識を襲 うもの として 自分 の外か らや って来 るもので,あ との観

念 は 全て外か らや って来 た ものに対す る反応 として 自分 の中に生 じる もので あ るが,外 か

らや って来た もの も結局 は 自分 の意 識の中 で問題 となるので あるか ら,あ らゆ るもの は 自

分 の意識 の中で生起す る と言え る。

そ この ところで人 は,自 分 とい うのは一個 の 自分 だけ の ことで あ る,だ か ら救い とい う

こ とも自分一 人 の救いで ある,と 錯覚す るこ とになる。が,実 は,〈 自分〉 と い う も の

は,〈 普遍 的 な意識 〉そ の もので,そ れ は この地上 と関わ るべ く絶えず生成 消滅 を繰 り返
ひとりひとり

している。その生成消滅が具体的には 個hの 自分の意識(あ るいは 自覚)の 誕生 と死滅

となっている。 この関係をもう少 し明らかにするために(厳 密 さを無視 して敢えて)図 示

す ると次のようになる。
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去過
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ご
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'
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図の矢印で示 した部分が,そ れ ぞれ一個の人間の〈自分の意識〉の誕生か ら死 滅 で あ

り,そ れ らの矢 印を包んでいる筒が普遍的な〈自分の意識〉である。個hの 矢印に,も う

少 し厳密 さを要求するとすると,意 識のある時 とない時 とい う意味で,起 きている間 と眠

っている間(そ れ も夢を見ている時 とそ うでない時)と の区別を表さないといけないし,

又,自 分ひ とりの自覚が一回だけの生に限らない(過 去世か ら今世にまたがって 自分の自

覚があるという)こ とがあるか もしれないから,一 つの生か ら他の生にかけての一時的な

意識の途切れの部分 も示すべ きであるが,一 応,自 分 自身の自覚が継続 している間を矢印
もともと

で表 したのである。 ここで一つ検討すべ きは,個 々の自分の意識が,源 が同 じ普遍的な

自分の意識であるのに,何 故,互 いに自他の区別を し合 うのかとい う疑問で あ る。 そ れ

は,普 遍的には同 じ〈 自分の意識〉でも,個 になると,現 実的には,肉 体 とい う個の条件

因子 とその誕生時の時間 ・空間の条件因子 とで絶対唯一無二の条件(魂)が 成立 し,そ の

条件による運命 とい うものが出来上るからである。そのために,互 いに自他の区別をす る
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じ ょうけノし

よ うにな るので あ るが,そ れ は 圧いの魂 の背負 ってい る 連 命 の違 いを識別 してい る に 過

ぎないのであ る。 それぞれ 自分 の背 負 ってい る運 命が 自分 だ と思 い込 んでい る 訳 で あ る

が,そ れ は錯覚 であ って,実 はそれ以前 に普遍的 なく 自分〉 とい うものが ある。 つ ま り,

錯覚で 自他 の区別 を して しま うが,本 来,普 遍 的 なく 自分 〉 しか なか った訳 であ る。それ

は,こ れ が 自分 であ ると自覚す ることになる紙意識 》その もので あ る。そ して,こ の意識
129!

は未 来永劫 に 自転 し,自 ら打 ち消す ことの 出来ない《存在能 》 を持つ。 しか も,こ の意識

のあ り方 として,そ れ が 自覚す る ことにな る〈 自分 〉は ,い つ まで(ど こまで)行 って も
い し き

常に《脅威に晒 される受身》なのである。 ここに,人 間の致命的な諸悪の根源がある。は

じめに意識があ り,そ れが受身で,そ して更にそれが自他の区別をすべ く地 上にて分剖す

る。そ して又,肉 体に象徴され るものがある故に,元 凶となる自他の区別をせずにはおれ

ない。 この悪循環を原罪 と言わずして何 と言お うか。
ありかた

この よ うな意 識 とい うものの現 実か ら考 え ると,先 につな ぐ希望 く魂 の救 い〉 も,自 分
イリュ　 ジヨ ン

の中 に生 じた何 故 こんな 目に とい う疑問を落 ち着かせ るために 自ら編 み 出した 捏 造 に過

ぎな い ことが分 る。 とい うと,そ れで も気持 の上で で も救い となるな らそれで いいでぱ な

いか,と い うよ うな反論 があ るか もしれ ないが ,逆 にそれ な らそれで 信仰 者は 真に救 われ

た こ とにな るので あろ うか,と い うことに なる。そ した らそ こで今度 は ,そ れ じゃ何 が真

に救い なのか,又,本 当に救い な ど要 るのか,と い うことを問わねば な らない ことにな る。

先ず,人 間 とい う意識存在 に は〈救い〉は必要不 可欠 であ る。それ は ,意 識 とい うもの

が 受 身 で,絶 えずく助 けて欲 しい〉 と願わ ざ るを得な い立場 に置かれ るか らで ある。で

は,何 が真 に救いな のか とい うと,意 識 のそ の〈受動 性〉 を終 結 させ る こと(だ か らと言

って,決 して救 い とは な らない死 を意味す るので はない)で ある。そ うで なければ ,意 識
と こ ろ

が受身 の ままで は,絶 えず脅威 に晒 され る立場か ら一 歩 も脱 し得 ないか らであ る。

この よ うな観点 か ら,先 程 のく信仰 〉を も う一度顧 み る と,ど こまで いって も永遠 に神

(脅 威)を 拝 してい る ことが分 る。つ ま り,い つ まで も受身の意 識の ままでいい として い

るの と同 じこ とで,そ れでは救 いぱ永久 にない。だか ら,和 解 とい うこ とも自分 の意識 の

中で 脅威 に黙従す るこ とにな っただけ では,ど の よ うな理 屈をつ げてみて も,や は り真 の

救 いではない。それ はく諦め〉 で しかな い。 これでは,棚 か ら牡 丹餅 式の あなた任せ をや

って いるの と同 じで,い つかそ の時がや って来 て くれ るのをただ 《待 って いるだ げ》で あ

る。何度 も生死 を経 たず っ と先にく魂 の救 い〉が開け るな ど と言 うのは,救 いの時 まで脅
ありがた

威 を実際 に受 けて しま う意識 の現実 を無視す る もので しか ない。それ では,魂 の救 いを求

める気で いなが ら,同 時 に,そ れ を我 々が唯 一関 わ る この地 .ヒに実現 で きない もの として

いるの と同 じであ るか ら,現 実 にぱ地 ヒの人h(す べて 自分 であ る)を 裏 切って い るこ と

にな って しま う。 この辺 りに,詩 人 は直感的 に欺 隔を感 じる。それ故,詩 人は,人 々の こ

の よ うな次 元の〈信仰〉 が持 てな い とい うことになるので ある。
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Ir[

は か い

現実的 に考 えてみて,脅 威 を 目の前 にす れば,あ るいは 内的 に どん底 まで落 ち込 めば,

な るほ ど自分では ど うしよ うもないか ら,平 伏 し降 参す る。現実 に現 われ たそ の境地 は,

仕方 がない こととして何 とか 諦め よ うとす る。和解 とい うことに於 て,こ れが赦す とい う

ことであ る。 しか も,そ の程 度がせ いぜ いで あって,ど うして現実 の脅威 を包み抱 け る程

になろ うか。 それ程人間 は一 般 に大 き くは ない(意 識が受身 の ままであ るか ら)。

もっ と も,理 屈 では な く,実 際 に悲惨 な 目に会 った り,窮 地に陥 った り,大 病 をす るな

どして落 ち込 んで しま うと,そ こか ら助けを求 めて強烈 に救いを信 じた り,又,そ のため

に難 行苦行 を実 践 した りす ると ころか ら,何 らか の神 秘体験 を積む ことに よって,真 に救

われ る とい うことはあ るいはあ るか もしれな い。 しか し,信 じる と言 って も,た だ信 じた

だけ で物 事が変 る とい うことがない(例 えば,肉 体 は ない のだ と信 じたか ら といって,た

ち どころに肉 体が な くな る とい うこ とは ない)こ とか ら も分 る よ うに,そ の信 じる ところ

に行 とい う(信 じてい る ところを実際 に行 える)も のが伴 わなけれ ば恐 ら くだ め で あ ろ

う。 なぜ な ら,肉 体 とか 無意識 とか とい うものは,そ れを調御 す るには,意 識的 な 働 き

(作 用)だ けでは なかなか 一筋 縄では いかな い ものであ り,肉 体に象徴 され る ものがあ る

ため に 自分 一人だ けを ど うして も守 る よ うに なって,延 いてはそれ が全 て の〈 自分 〉を損

な うことにな って しま うとい うジ レンマがあ るか らであ る。 ともか く,何 らか の神秘 体験

を して救 われ る とい う場 合で も,そ の時,意 識 とい うもの の受 動性 を終 結 させ ていなけれ

ば,や は り真 に救われ た ことには な って いない。

神 秘体験 とい うものは 自らが実際 に経験 してみなけれ ば分 らない ことでは あるが,和 解

とい うことに於 て唯一開 け る道が あ る とした ら,は た ら ぎかけ る もの(脅 威e神)と,は

た らきかけ られ る もの(自 分 一人間)と の相方 か ら〈 同時 〉に調和一 致す る神秘 が作動す

る とい うよ うな時 の ことで あろ う。そ の時,あ るいは ひ ょっ とした ら,僧 院長 が言 うよ う

に,自 分 を 自分 自身 の魂 と,そ して 自分 自身 の魂 を天 と和 解 させ る ことが 出来 るのか もし

れ ない。 この時,自 分 自身は天(破 壊 性)と 一 つ に融和 し,天 そ の もの とな ってい る。 そ

して,そ れ が 自分 とい う意識 に とって真 に救 い とな ってい るた めには,最 早,受 身 の境地

を脱 却 して脅威 な ど受 けな くな ってい る ことは当然で あ るが,少 な くと もく 自分 とい う意

識 〉の ある もの全て を同時 に救 い上 げてい なければな らない。
ひ と り た に ん

何 故な ら,も し,一 個 の 自分のみ が救われ た と した ら,そ の 自分 は,他 の全 ての 自分 と

は永遠 に異 な る ことを 自覚 して いなければ な らないか らであ る。そ うなれば,又 もや 乖離

の始 ま りであ る。果 してその よ うな ことが救 い,あ るいは,悟 りな どであ ろ うか。 もち ろ

ん,そ の よ うな 自分 は,意 識 に於 て最早受身 では ないのであ るか ら,自 分 自身 の意識 を永
おもいどおり

遠に保持 しておれる自己保証は 自 由 に出来 るであろ うが,そ のような意識に何があるで
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さが

あろ うか(と,こ の よ うに言 うと,神 秘 的な世 界の ことを人間 の悲 しい性 で推 し量 ろ うと

して も無 駄 だ とい うよ うな誹 りを招 きかねな いが,問 題が 自分 とい う意 識に と.,て の救い

で あ るか ら,自 分 に とって救 いにな るか ど うかを問 う資格 はあ る筈であ る)。 その よ うな

意識 に開け る ことと言 えば,恐 ら く,い っ まで も自他の区別 をつけたが る〈独 りよが りの

世界〉で しか ないで あろ う。そ んな 世界で何 をす るのか。 何をす るの も自由 とい うことは,

窮極 に於て は,何 もしない こと と同 じであ る。全 ての ことを してい る,と は,も う何 もす

る ことがな い,つ ま り,同 時に全 てを始 めて全 てを終 って い る,と い うの と同 じで あるか

らだ 。そ うな って も未だ 自他 の区別 を してい る とした ら,そ の意識は無 限の孤独地獄 にい

る ことにな る。 自分 以外 の他 も全 て 自分,と な るのではな しに,自 分 以外 は全 て他 と見 る

ので あ るか ら,他 は全て 自分 の孤 独を紛 らせ るた めの道 具 として存在 す るに過 ぎない こと

となる。 この よ うな意識が永遠 に開け る ことにな って も仕方が ない。

そ こで,真 の救 い となるためには,天 と一 つ に融和 して天 その もの となる(和 解す る)

とい うこ とが,受 身 の境地 を脱 却す る とと もに少 な くと も自分 とい う意識 のあ る もの全 て

を同 時に赦 して救 い上げて いなければ な らない ことにな る。 ここで,天 地 と和解 す る とい

うことは,天 地 の全 てを飲み 込みく全て を赦 す〉行為 と等 しい とい う命題が再 び浮かび上

が って くる。そ こで,〈 救 う〉 とい うことが〈赦す〉 とい うことと同 じ線 上に展 開す る こ

とに も う一 度 目を 向けてみ る必要 があ る。

天地 の全て を赦す とい うことは,最 早 自他 の区別 な く,清 に濁 を見,同 時 に 濁 に清 を

見,全 てを 自分 の こ ととして慈 しみ,自 分 自身 が天地そ の もの と化す(そ のためには 先

ず,自 分 の意識 の中で,永 遠 とい う時間性 と死 とい う破壊 性 を 克 服消化 で きて しまわね

ば,お いそ れ と出来 る ものでは ない)訳 だが,そ の ような こ とが果 して現 実 に 可 能 で あ

ろ うか。 詩 人は,そ れ が出来 なか った。 極度 に濁 の方 を嫌 ったか らであ る。 天地 にあ る

悪(脅 威 ・破壊 ・汚濁 の部分)を 出来 る ことな ら天 地(す なわち意識)の 外 に 永 遠 に 追

放 して しまいた い と願 った。 が,そ れ は出来なか った。 何 故な ら 天地 自体 が 自分 その も
　

のであ り,自 分 自体が 意識そのもので,天 地(自 分:意 識)に は 《外が ない》からであ

る。

仮 りに,天 地(普 遍的な 自分の意識)を 〈大きな自分〉(こ れは時に,大 我 とか自己 と

か呼ばれ る)と し,そ の中の人ひとりの自分を〈小さな自分〉(小 我)と してみると,大

きな自分が自身の内にあらゆる脅威を抱えているのに,小 さな自分が幾 ら大 きな自分の脅

威を赦 し,大 きな自分の中に融和 してみた ところで,大 きな自分自身が脅威(生 老病死な

ど全ての苦)そ の ものとして現れ るものであるから,大 きな自分,す なわち,〈 意識が自

ずから生 じる存在能〉 自身が,そ の存在能を放遂 し得ない限 り,そ れ こそ〈苦の意識〉は

とどめようもなく永劫に続 いてゆ く。要するに,意 識 の存在能であるく大 きな自分〉は,
せ か い

外界 とい うもののない閉 じた宇宙だか ら,外 に放遂する術は元 よりないのである。この よ
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うな情況 を,マ ンフ レッ ドが悪 魔 に向 って 言 うと ころで,詩 人は 次の よ うに表現 す る:

Themindwhichisimmortalmakesitself

Requitalforitsgoodorevilthoughts‐

Isitsownoriginofillandend‐

Anclitsownplaceandtime‐itsinnatesense,

Whenstripp'dofthismortality,derives

Nocolourfromthefleetingthingswithout;

Butisabsorb'dinsufferanceorinjoy,

BornfromtheKnowledgeofitsowndesert.

Thoudidstnottemptme,andthoucouldstnottemptme;

Ihavenotbeenthydupe,noramthyprey‐

Butwasmyowndestroyer,andwillbe

Myownhereafter.

(31)

いしき

死滅することなき心 は自分 自身が,

自ら想 い描 く善悪の報償 とな り,
みなもと

それ 自 らの悪 の 源 であ り果 てで あ り,
も と

それ 自身の場であ り時であ り,そ の生来からの意識は,

この死の衣を剥 ぎ落せば,
つかのま

外界の無常の事象か ら取 り込む色は一切ない;

が,自 身が砂漠であることを知 ったことか ら生れる

忍従あるいは歓喜が全て となるのだ。
そそのか

悪 魔 よ,お 前が いて私 を 唆 した のでは ない,そ んな ことで きよ う筈 もなか った 。
だま

私 はお前 に騙 され る者 として あ った ので もない し,今 もお前 の犠牲 と してあ るので

もない。
じぶん じぶん

ただ私自身が私自身の破壊者であったのだ,そ して,今 後 も
きたるよ

私が私自身の来世であるのだから。

ありかた

詩人 は,こ の よ うに意識 の現実 を見て い る。そ こには,た だ ただ砂漠 が広が って いるの
さ ば く

みである。 しか も自らが自らに対 し脅威 となって突っ立 っている。 こんな砂漠 の 意 識 に

は,世 間に普通見 られ る信仰では通用する筈がない。それは確かに,自 分 自身のその よう

な運命を疑 う懐疑精神ではあるが,そ れ故にこそ強烈 に救いを求めようとする。 これは明

らかに一・つの求道である。 このような砂漠にとって,ま ず降ることのない慈 雨(魂 の 救
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い)は ど う し た ら 得 ら れ る の か 。

はら

我 々個 々の人間の意識 とい うものは,そ れぞれその中に展開す る全天地を孕み,そ の全

天地つま り宇宙(あ るいは意識の存在能あるいは大 きな自分 の意識)が,同 時に逆 に,個

々の人間の意識を脅かす ものとして取 り囲んでいる(我 々小我が包んでいなが ら,包 んで
も の

い る筈 の大我 に包 まれ て い る これが小我 と大我 との関係 であ り,意 識 とい うものの構

造で あ る)。 しか も,そ れ は誰 に とって も普遍 的には紛 れ もない,ど うに も否 定 しよ うの
じ じつ

ない現 実 なのであ る。 それ 故,こ の構 造か ら,ど こまで行 って も我 々は,ど うして も今 あ

るが ままで よ しとす る外 ない,と い う結 論 に行 きつ いて しま う。 ど うして も外 に道 がな い

のであ る。 老い る こ と,病 む こと,痛 む こ と,死 ぬ ことな どの苦 を一 体 ど うした らい いの

か 。 これ らはた だ受容す る(降 参 して赦 す)し かな いのか 。だ とす る と,苦 い薬 を飲み易
ゆ る

く工夫す るの と同 じで,現 実 に受容 し易 く してい く ぐらいの ことにな る。 ここまで来 る と,

苦痛 を和 らげ るため に,人 々に よって これ まで必死 で あ らゆ る方法 が編み 出 され て きた こ

とが無理 もない ことと して理 解 され て くる。 ど こまで行 って も人 間の 意識 は受身 であ って,

そ の立場 故 に常 に神(脅 威)を 拝 し続 け るとい うと ころか ら外 には一一歩 も脱 し得 ない。 故

に,ど うして も退け たい とい うことで内 にあ る脅威 を外 に放遂 しよ うとす る限 り,人 間 は

意識存 在で あ るか ら,そ の受酬 生お よび《閉塞性 》の ため に,真 に救 われ る とい うこ とは

絶対 に あ り得 ないので あ る。 それ ゆ え,和 解 とい うことも,先 につ な ぐ希望 が本質 の〈tf

間 の信仰 〉に よ ったの では,詩 人が救 われ る と ころ とは な らない のであ る。 こ この と ころ

も又,詩 人が 直感 的 に感 じた 部分で あろ う。

結

赦 し赦 され く和解 〉す る とい うことぱ,や は り地 上に於 て現実 的に は どこまでい って も

〈や むな く降 参〉す る とい うこ とであ った。マ ンフ レッ ドに現れ る詩人 は,こ の降参 とい

うことが 出来 なか った。 が,だ か らこそ切 に降 参では ないほ ん もの の和 解す なわち 〈魂 の

救 い〉を求 め よ うと して い る,と い う点 で,真 こ和解す るのに常 に最 も近 い ところに立 っ

て い る と言 え よ う。なぜ な ら乖離 とは,和 解 の反 対概念 で ある故,和 解 とは もと もと隣合

せ の筈だ ったか らで ある。

も し,何 らか の方 法 で,や むな く降 参す る(諦 め る)の では な くて,生 に於 け るあ らゆ
は か い しん

る脅威 を,意 識 あ りなが らそ の受動性 を解 決 した上 で,真 実,ポ ーズな どでは な く心か ら
じ ぶ ん

苦 もな く受容す る ことが 出来 る人が い る とした ら,そ の人 は既 に人 間 を超 えて い る。 自分

とい う意識,つ ま り人間 の この宇宙 次 元を超 えて しま ってい るのであ る。 こう言 うと,自
そと

分 とい う宇宙 には外 が ないか ら脅威 を 放遂 で きない と述べ た ことと抵触す る よ うに受取 ら

れ るか も しれ ないが,決 して矛盾 しな い。 超vる とい うこ とは,こ の宇 宙を残 しなが らそ
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の外に出た とい うの とは訳 が違 う。 その時,同 じこの宇 宙がそ っ くり変貌 して しまってい

るとい うことなの であ る。同 じ宇宙 であ りなが ら,ど うしてそ の よ うな ことが成 り立つ か

とい うと,こ の宇宙 が,そ れ を抱 える〈 自分 の意識〉 の変貌 に よって いか な る宇宙 に も変

貌す る,換 言す る と,自 分 の意識 その ものが 《多次 尼構造 》 を してい る,と 考 え られ るか

らで ある。

同 じ一つ の空間 に多次 元宇宙 が無限 に同居 して いる。それ で,ど の次元 に 自分 の意識 が

あ るか に よって,そ の眼前 に開 け る世界 が異 な る ことにな る。そ れは,自 身 が この同 じ一

つの宇宙空 間か ら,ど の次 元の宇宙を開 くか,と い うことで あるが,現 実 には,こ の地上

で 自分 自身 の中か らど うい う自分 を引 き出す か とい うことにかか って いる(と 一 口には言

えて も,こ れ には想像 を絶す る想1象力が要 る)。 だか ら,真 に和 解す る ことが出来 るか ど

うか,つ ま り,全 て を赦 す こ とが 出来 るか ど うかは,働 きかけ る もの(脅 威一神)と 働 き

か け られ る もの(意 識一 人間)と の相互 の同時性 に頼 む こ とになろ うが,少 な くとも働 き

かけ られ る側 が,逆 に働 き返 そ うと努め なければそれ は起 らない ことも又確 かで あろ う。
は か い

今の次 危では,自 分 とい う意 識は常に受身だが,あ らゆる脅威を本当に苦 もな く受容で
くう

きる ことがあ る とした ら,そ の時,最 早,脅 威 が脅威 でな くなる(時 に空 と呼 ばれ る)と

ころに立つ 訳で あるか ら,そ れ は受身 の境地を既 に脱 した こととな る。か と言 って,地 上

とは異 な る何処 う・別 のと ころ1こ立つので はな く,明 らかに 目覚 めた状 態で この地上 に立 っ

ので ある(無 意識 ・眠 り ・死 の状 態 とは 決 して同 じでは ない。 意識が な くな って しまって

いて は,そ れは人 間に とって救いでは ないか らだ)。 人間 に とっての救 いであ るか らには,

意 識は よ り明瞭 に冴え,し か も脅威 に晒 されて いた 自身 の過 去 も鮮 明に記 憶 して い る(も

し過 去の記憶が なければ,救 われた 自分 の 自覚 を も失 って いる ことになるか ら,そ れ は救

い とは な らな い)。 しか も,も しこの よ うな人が いる とすれば,そ の人 には も う自他 の区

別は ない。そ んな必要が ないので ある。 なぜ な ら,全 てが最早 脅威で はな くなっているか

らだ。人 間 に魂(意 識 ・無意 識 ・肉体 の全てを含 む)の 救 いがあ る とした ら,こ れ 以外 に

は考 え られ ない。いや,そ う考 え るのでなければ,意 識 とい う閉塞宇宙 には最早救 いは な

い。 とい うよ り,む しろ,そ うとしか考 え られ ない とい うところに現実 があ る とい うこ と

なのであ る。

しか し,〈 あ らゆ る脅威 を苦 もな く受 容で きる〉な ど とい うこ とが果 して本 当に人間 に

出来 る もので あろ うか。一体 現実 に どの よ うにす れば,無 理 な く全 てを赦 せ る よ うな 自分

を引 き出せ るのだ ろ う,一 体 ど うした ら意識 に とって真 に救 い となるのであ ろ う それ
と こ ろ

を考えると,や は り絶望の うちに気が遠 くなって しまうのである。そんな心境に立つ故に,

この現実か ら顔を背けて自分の立場を紛 らせるためにあらゆる努力が為 されてきたが,こ

の地上の営みはあたか も全てその自己e,の ためにこそ費やされてきたかのように見える。

だが この作品に現れる詩人は,そ の ようなところに立ちなが らも,ど うしても容認できな
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い ことを無理 に しよ うとは しなか った。 自分 の実感 に卒 【自であ った。だか ら,天 と,そ し

て 自分 の魂 と,和 解す ることな く乖離 した ままにな るのだが,こ この ところに こそ詩人の

最 も詩人 らしい存在価値 が現れ ているのであ る。
じ ぶ ん

現実 に敏感 な人 間が,人 間 の本質 である意rsu・,それ も受身 の意 識の側 に立ち,そ の救 い
!32)

のため に求道す るのであ るが,悲 しいかな,詩 人は意識 の上 で求道 的ではあ って も,現 実

には神秘体験 者では なか った(体 験 があれば作品 に現 れる ところ ももっ と違 った もの とな

って いた か も しれないが)。 それ故 に,詩 人は,rマ ンフレッ ド』に現れ る詩人は,絶 望 の

異邦 人 と化 した まま宇宙 を永遠 に遍歴す る無 軌道 の彗 星 とな るので ある。そ してその軌跡

がく意識 の瘍 き〉 とな って現れ るのであ るが,未 だ容易に天地 と和解 し得ぬ魂 の代 弁者 と
にんげん

な って,真 の救 いを求 めて足掻 く,そ ん な詩人 の,あ くまで も意識 の側 に立 ち人間 と して
こら

堪 える実直さは評価 されて然るべ きであろう。そのようなく意識 の癒 き〉を表白する詩人

がその境地から〈魂の救い〉を望む とすると,そ れはやは り,こ の宇宙次元を超えた とこ
133)

うに しか ない。 この宇 宙 を超 えた く別宇宙 〉 とい う視点は,後 の作品rヵ イン』 に現れ る

ことにな るので ある。
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theyarenothingnow/TothosewhichImustnumber:ages‐ages‐/Spaceandeternity‐

andconsciousness,/Withthefiercethirstofdeath‐andstillunslaked!
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(31)Ibid.,p.70(III,iv,129-40).

(32)Ibid.,p.21(1,ii,52-56):Oh,thatIwere/Theviewlessspiritofalovelysound,/Aliving
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